
枚方淀川探鳥会2025年2月
2025年(令和7年)2月2日(日) 9:00～12:00

日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）Ⅰ今月の鳥はヘラサギ

①ヘラサギ（ペリカン目トキ科

Platalea leucorodia）

今年1月の探鳥会で最近12年間では2回

目となるヘラサギが観察できた。

ヘラサギはユーラシア大陸中部・インド、そ

してヨーロッパ東部にも繁殖地が点在して

いる。冬季はアフリカ、ペルシャ湾沿岸から

インドにかけての地域や中国南部に渡りを

おこない越冬する。

日本では数少ない冬鳥として、北海道から

南西諸島まで各地で記録がある。九州で

は数は少ないが、毎年飛来する。

1月下旬にになって、枚方市内を移動して

いるようで、長尾大池・山田池公園、そして

淀川本流で最大3羽確認されているとの情

報をお聞きしている。

②大阪府のヘラサギ
（大阪府鳥類目録 2016）

右図から、大阪府では非常にまれな

鳥とわかる。冬鳥として秋～翌春に

点々と観察されていることがわかる。

↓④世界のヘラサギ繁殖地・越冬地
（真木・大西：日本の野鳥590  平凡社 2000年）

繁殖地：日本北部・中国東北部・東部ロシア～
欧州（中緯度地域）

越冬地：日本南部～東南アジア・インド・アフリカ中南部

↓③日本でのヘラサギ越冬地分布
（日本国内で繁殖はしていない）

（バードリサーチ・日本野鳥の会 2023年）

1980年代：中国・四国地方、九州で稀に越冬

2010年代：越冬数が増え、東北南部までに拡大

ヘラサギ(20250105)迫田昌宏氏
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの12年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？
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Ⅲ 次回は３月２日)
午前9時 ラポールひらかた前

今日と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申

し込みください。

２月に見た冬鳥のカモ・カイツブリ、冬の小鳥ツグミ・ベニマシ

コなどをゆっくり楽しみたいと思っています。

ハヤブサ（迫田昌弘氏）
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Ⅳ 先月(1月5日)探鳥会報告
関医タワーではハヤブサを確認、淀川本流には枚方淀川探鳥会では最近12年間で2回目の観察となるヘラサギがいた。
カモはオカヨシガモ・キンクロハジロ・ホシハジロなどの群、そしてカワアイサ・ヨシガモ・スズガモ・トモエガモなどトータル11種
確認するも、先月観察したアカハジロ・メジロガモはいなかった。天野川合流点周辺ではカワセミ・イソシギ・キセキレイなどを確認
した。24年度中に樹⽊伐採予定の天野川・⿊⽥川間の樹林では、アキニレにアトリ、ナンキンハゼにイカル、そしてシジュウカラ・エ
ナガ・メジロ・コゲラなど「カラの混群」が最後の挨拶に来てくれた。 冬鳥のツ
グミが1羽、ベニマシコ3羽、シロハラ4羽にとどまったこと、樹林伐採面積が広がったので増加を期待した草原の鳥ヒバリ・タヒバリ・
オオジュリン等は確認できなかったが、トータルは53種と先月に続く50種越えで探鳥会を終えることができた。

タヒバリ（S)

ヘラサギ・カワアイサ・ヨシガモ・トモエガモなどのカモ、アトリ・イカ
ル・ベニマシコなど53種の鳥を観察した。(写真 迫田昌弘氏）

Ⅴ 枚方淀川探鳥会コース・樹⽊伐採計画

枚方淀川探鳥会のコースは樹木伐採が進んでいます。

多自然池周辺の伐採は昨年中に終了し、今年は黒田川。天野川間の樹木

伐採が始まると、掲示されていました。

今年は「草原の鳥観察コースに生まれ変わった初年度」になります。

今後、「草原がどのように変化するか、草原の鳥がどのように変化するか」を

楽しみに探鳥会を開催したいと思っています。

アトリ イカル ベニマシコ

モズ ジョウビタキ ホオジロ

キセキレイ カワセミ ミサゴ

カワアイサ トモエガモ ヨシガモ
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